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 観察研究へのご協力のお願い 

 
社会医療法人 博愛会では、以下に該当される患者様を対象とした 

臨床研究（後ろ向き観察研究）を実施しております。 

 

【課題名】 

保険診療で施行されるがんゲノムプロファイリング検査を基にがんゲノム 

データベースを構築し、同検査の病理診断的および治療選択における有用性を 

評価する研究 

 

 

 当院の研究責任者：乳腺・甲状腺外科 主任部長 金光 秀一 

 

 ※本研究の実施については、「社会医療法人博愛会 倫理委員会」の承認および

研究機関の長（病院長）の許可を受けて実施しています。 

１．この研究の目的と意義 

(1) この研究の目的 

悪性固形腫瘍にはいくつもの遺伝子変化が関係していることが知られており、患者

さんごとに異なる遺伝子変化が見られます。現在、その遺伝子変化によって治療薬

を選択するプレシジョンメディシンがすすめられており、多くの研究が行われてい

ます。この研究は、患者さんの遺伝子変化と病気の性状との関係や、遺伝子変化と

投与した治療薬の効果の関係などを調べて、より精度の高い次世代の病理・遺伝子

診断法の開発に役立てることを目的としています。 

 

(2) この研究を実施する意義 

この研究により、遺伝子変化に対する理解がより深まり、今後同じ病気でがんゲノ

ムプロファイリング検査を受ける患者さんへ、多くの有益な情報や適切な治療を提

供できる可能性があります。本研究では「日本の保険診療で行えるがんゲノムプロ

ファイリング検査」のゲノムデータベース(遺伝子変化の一覧表)を作成します。完

成したデータベースは日常診療での応用性が高く、価値があると考えます。その結

果として、我が国におけるプレシジョンメディシンの推進と共に、がんゲノム医療

のさらなる発展に大きく貢献することが期待されます。 

２．研究の実施方法・研究協力事項 

(1)この研究の実施期間  

研究実施許可日～2032年3月31日 
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(2)この研究の実施方法 

この研究は、匿名化された情報を階層化した診療情報を解析する研究です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象となる情報は、2019年6月1日より2032年3月31日までの間に当院の全ての

診療科にて悪性固形腫瘍の診断または治療のため入院・通院し、がんゲノムプロフ

ァイリング検査を受けた方の情報(C-CATへ登録された情報で、詳細は(3)-1)を参

照ください)を利用します。全ての情報は匿名化されており、個人を特定することは

できません。そのため、研究対象者への同意の取得および撤回の機会は設定できま

せん。 

この研究では、ご提供いただいた情報を解析し、遺伝子変化とがんの性状との関係

や、遺伝子変化と投与した治療薬の効果の関係などを解析します。 

 

(3)協力をお願いする事項  

この研究では、以下の「情報」の提供をお願いします。 

1) 取得する試料・情報 

① 試料：なし 

② 情報 

    ・患者基本情報：年齢、性別、生活歴、家族歴、既往歴、重複がんの有無・種

類、多発癌の有無・種類、Performance Status 

・臨床情報：臨床診断名、がん腫区分、転移部位、臨床経過、使用した薬剤・

レジメンの種類、使用した薬剤・レジメンの投与期間、各薬剤・レジメンの

治療効果、死亡日 
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・病理情報：病理診断名、検体採取日、検体採取方法、検体採取部位、がん細

胞含有率、病理画像 

・検査結果：がんゲノムプロファイリング検査以外の検査による既知の遺伝子

異常、がんゲノムプロファイリング検査の結果 

 

2) 試料・情報の利用目的と取り扱い方法 

この研究では、個人を特定することができないようにすでに匿名化された情報を

取り扱います。情報は、パスワード管理された電子ファイルとして作成し、パス

ワード管理されたファイルサーバー内に保管します。そのため、個人情報が漏洩

する心配はありません。 

(4)この研究の実施体制 

1) 本研究を実施する共同研究機関（自機関も含む）と責任者 

研究機関名 責任者の情報 

1 慶應義塾大学医学部 氏名 西原広史 

所属 臨床研究推進センター 

職位 教授 

役割 研究代表者、データ解析 

2 函館五稜郭病院 氏名 池田健 

所属 がんゲノム医療センター 

職位 センター長 

役割 データ解析 

3 茨城県立中央病院 氏名 齋藤誠 

所属 遺伝診断部 

職位 部長 

役割 データ解析 

4 金澤医科大学病院 氏名 新井田 要 

所属 ゲノム医療センター 

職位 センター長 

役割 データ解析 

5 北里大学病院 氏名 佐々木 賢一 

所属 集学的がん診療センター 

職位 センター長 

役割 データ解析 

6 恵佑会札幌病院 氏名 奥田 博介 

所属 腫瘍内科 

職位 腫瘍内科部長 

 役割 データ解析 

７ 中部国際医療センター 氏名 石原 哲 
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所属 がんゲノム診断・診療センター 

職位 センター長 

役割 データ解析 

8 宮崎大学医学部付属病院 氏名 細川 歩 

所属 がん診療部 

職位 がん診療部長 

役割 データ解析 

9 東邦大学医療センター大森病院 氏名 島田英昭 

所属 消化器外科 

職位 教授 

役割 データ解析 

10 島根大学医学部付属病院 氏名 磯部威 

所属 がんゲノム医療センター 

職位 センター長 

役割 データ解析 

11 東京医療センター 氏名 小山田吉孝 

所属 がん相談支援室 

職位 室長 

役割 データ解析 

12 都立小児総合医療センター 氏名 湯坐有希 

所属 血液・腫瘍内科 

職位 部長 

役割 データ解析 

13 東京医科大学病院 氏名 吉村 明修 

所属 臨床腫瘍科 

職位 教授 

  役割 データ解析 

14 東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

氏名 福永 厚子 

所属 病理診断科 

職位 教授 

役割 データ解析 

15 栃木済生会宇都宮病院 氏名 行澤 斉悟 

所属 化学療法科 

職位 主任診療課科長 

役割 データ解析 

16 東京医科大学 

八王子医療センター 

氏名 青木 琢也 

所属 臨床腫瘍科 

職位 診療科長 
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役割 データ解析 

17 社会医療法人博愛会 相良病院 氏名 金光 秀一 

  所属 乳腺・甲状腺外科 

  職位 主任部長 

  役割 データ解析 

 

2) 本研究に関係する研究協力機関 

なし 

 

3) 本研究に関係する既存試料・情報の提供のみを行う者 

なし 

3．研究対象者の利益と不利益 

(1) この研究への参加による利益 

この研究で得られた知見は、治療方針や治療後の診療行為に影響を与えるものでは

ないため、この研究への参加による利益は発生しません。 

  

(2) この研究への参加による不利益 

1) この研究への参加に伴う負担について 

①身体・精神の負担 

この研究は、既に登録されている情報を解析する観察研究であるため、身体・ 

精神の負担は発生しません。 

 

②経済的な負担 

この研究は、既に登録されている情報を解析する観察研究であり、この研究の

ための追加検査や治療などは生じないため、経済的な負担は発生しません。 

 

2) この研究への参加に伴うリスクについて 

この研究は、がんゲノムプロファイリング検査の結果や既往歴、家族歴などを解

析対象として取り扱いますが、全て匿名化された情報となっているため、個人情

報の漏洩などのリスクは発生しません。利用する情報から個人が特定される可能

性は限りなく低いと判断しています。 

 

3) 負担・リスクの軽減について 

この研究は、がんゲノムプロファイリング検査の結果や既往歴、家族歴などを解

析対象として取り扱いますが、全て匿名化された情報となっています。また、外

部からはアクセスできない閉鎖空間のVPN(独自ネットワーク上に作る仮想専用

線)内に保管されている情報を取り扱うため、個人情報の漏洩などのリスクは発生

しません。研究成果の公表については個人が特定されないよう、十分配慮いたし
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ます。 

①  負担軽減費について 

この研究による負担は生じないため、負担軽減費は支給しません。 

 

②  健康被害に対する補償について 

この研究による健康被害は生じないため、健康被害に対する補償はありませ

ん。 

4．個人情報等の取り扱い 

この研究で用いる情報は、個人を特定できないよう匿名化した情報です。データは

パスワードを用いてアクセス権限を管理したコンピュータ内で解析し、保管されま

す。そのため、あなたの個人情報が外部に漏れることは一切ありません。 

 

(1) プライバシーの保護について 

この研究に関わる研究者等は、研究目的であなたから得た情報などの研究に携わ

る上で知りえた情報を、正当な理由なく漏らしてはいけない守秘義務を負ってい

ます。研究が終了した後も同様であり、プライバシーの保護に最大限配慮します。 

 

(2) 試料・情報の匿名化 

この研究で扱う情報は、既に個人を特定できない形式で記号化した番号をつけら

れ、外部からアクセスできないVPN(Virtual Private Network、仮想専用通信網)

内で管理されています。 

 

(3) 共同研究機関への個人情報等の提供 

この研究は多施設共同研究ですが、当院で得た個人情報等は他機関へ一切提供さ

れません。 

 

(4)倫理審査委員会、規制当局、モニタリング・監査担当者などが、試料・情報を閲

覧する場合があること 

この研究が正しく行われているかどうかを確認するために、倫理審査委員会、規

制当局(厚生労働省、文部科学省など)などが、あなたの診療記録を閲覧すること

があります。このような場合でも、これらの関係者には、記録内容を外部に漏ら

さないことが法律などで義務付けられているため、あなたの個人情報は守られま

す。 

5．研究計画書等の開示・研究に関する情報公開の方法 

(1) 研究計画書等の開示 

この研究の計画書等の開示は予定していません。 
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(2) 研究に関する情報公開 

この研究に関する情報はゲノム医療ユニットのホームページに公開されます。

(https://genomics-unit.pro/)研究成果の公表について 

6．研究対象者本人に関する研究結果等の取り扱い 

この研究により、研究対象者に関する新たな知見が得られる可能性はないため、結果

説明の場は設けません。日常診療内で、検査結果説明や臨床経過、治療方針は適宜主

治医から説明がされます。 

7．研究成果の公表 

研究成果は、学会発表や論文により公表されますが、その際も個人が特定されること

がないように行います。 

8．研究から生じる知的財産権等の帰属 

この研究から成果が得られ、知的財産権などが生じる可能性がありますが、その 

権利は研究グループに帰属します。 

9．試料・情報の保管および研究終了後の取り扱い方針 

(1) 試料・情報の保管方法 

この研究で用いる情報は、データはパスワードを用いてアクセス権限を管理したコン

ピュータ内で保管されます。 

 

(2) 研究終了後の試料・情報の取り扱い 

この研究で使用する情報は、少なくとも研究終了報告日から5年、または最終の研究結

果報告日から3年のいずれか遅い方まで保管されます。研究終了後、収集した情報はパ

スワード管理されたコンピュータ内にて保管されます。保管期間を過ぎた段階で、個

人情報がわからないように処理した後に全て破棄されます。 

 

(3) 将来の研究のために用いられる可能性又は他の研究機関に提供する可能性 

この研究で収集した情報を、将来の研究のために用いるまたは他の研究機関に提供す

る可能性はありません。 

10．研究資金等および利益相反に関する事項 

この研究の研究資金は、公的資金(国立研究開発法人日本医療研究開発機構、科研

費)を予定しています。 
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11．問い合わせ先 

この研究について、何か聞きたいことやわからないこと、心配なことがありました

ら、以下の担当者におたずねください。 

 

 

                    

2022年7月            【お問い合わせ 連絡先】 

                     社会医療法人博愛会 相良病院 

                     乳腺・甲状腺外科 金光 秀一 

                     TEL：099-224-1800 

（内線：1534） 

                             

 

 


